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ワ 淡路島より新に記録される甲虫について

（兵庫県甲虫相資料・135）

高橋 寿郎
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かねて県下の海浜性のII1虫を調べて見たいと考えていた.G,Lewisが兵庫（現在の神戸市）を訪

れ多くのII1虫を採集して帰一)た頃は，兵庫の港もさることながら神戸（神戸村）にわたる海岸線は

兄渡す限りの砂浜での海岸線であった（神戸の外国人居留地，のじぎ<文庫，1980)．そしてその

様な状況ドで採集された標本で記載された多くの甲虫がその後海岸線の破壊，消滅即ち護岸設備が

完備されたコンクリートに1用れた海岸線に変ってしまって何処を見ても自然状態とはかけ離れた状

況にな=ﾉている．伽かに残っているのは日本海側は別として淡路島位ではないか（此処も御多分に

洩れず道路が海岸のそばを舗装してギリギリの所を通りテトラポットによる海岸線が出来ていて砂

浜地帯など極めて雌かしか残っていないのが現状である）と云うことから海浜性甲虫の調査はどう

しても淡践島でやらなければいけないとかねがね考えていた．筆者の個人的家庭事情から色々 制約

があり仲々 実現が難しかった．1983年機会を得て津名郡松帆ノ浦海岸（4月21日)，三原郡慶野松

原海岸（5月26日）を単独で調査することが出来僅かの時間の結果にもか、わらず予想以上の好結

果が得られた．単独での調査で之であるからもっと多くの人々 により更に季節を変え調べると相当

のまとまった面白い結果が得られると思うし吹上浜あたりは是非調べなくてはいけない地点で地元

の方達にこの点大いに期待したいと思う．

た、.松帆ノ浦はお世辞にも現在は海岸線とは云えなく塵芥捨場となっている砂地帯であり，慶野

松原は海水浴場だけあって空缶，空埋が多く捨て、あるし，車を砂地の中に乗り入れてゴミをほか

したま、帰る若者の状況，また松林もマツクイムシにやられているのが散見されこのま、の管理状

態であれば早晩この海岸線も荒廃しそうである．

今回の2回の調査結果兵庫県初記録種2種，原記載がHiogo,Kobeとなっていてそれ以後県下で

の記録の無か=）た2種，淡路島から始めての記録と思われるもの17種の甲虫類も一応此処に報告し

たいと思う．他に甲虫類は採集していてゴミムシだけでも9～'0種位いると思うが之等をふくめて

同定に確信がもてない種は今回の報告から省いた．異翅半翅類も若干採集出来ている．それ以外蝶

などの採集は一切やっていない．甲虫類で既に淡路島から記録されているものも若干採集している．

之も今1面1は一切省かせて頂いた．

末筆ではあるが淡路の状況に就いて御教示下さった登日邦明氏に厚く御礼申しあげる．

尚淡路島未記録として報告したものも筆者の見られる範囲内での記録から判断したもので或は既

に記録があるかも知れない．それ等があれば御赦し頂くと共にその記録を御教示頂ければ大変幸甚

である．
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ゴミムシ科FamilyHarpalidae

CraspedonotustibialisSchaumオサムシモドキ

本種は古くHiogo[現在の神戸市〕の‘妃録はSchbnfeldtの11本I)fill虫II録の!|'(二あl)(1887),

戸沢信義氏も芝川氏が須磨で採集された2exs.を記録しておられる(1936).iliRIiil!腱水で多く採

集した経験があるが当時の垂水は一面が畑で現在のような住'もが述ち､肱ぶような状況で､はなかつた・

その後県下での記録が無く山手短大の田中教授の標本を兇せて順いたII11呈神ノilWfll1雌の標本があ

ったが可成り古く採集されたもの、ようであ-』た．県下では他に出イi郡と城崎郡での’把録がある位

である（1963,1975)．

淡路島からは今迄記録が無かったと思われる．今1nl慶野松原の松林の中で1.5m位に切られた

松の樹の下に砂にかくれるように2exs・を見出すことができた．

産地：三原郡慶野松原(2exs.,26-V-1983).

尚オオヒョウタンゴミムシは既に吹上浜では採集されているし慶野松原で‘#,採集出来ているよう

なことを非公式に耳に入っていたりするので大いに期待していたのであるが1I､f!りl的に符FII1か=〕た

のかヒョウタンゴミムシ1ex.採集の結果に終ってしまった．環境からして大いにlllli.のもてる所

だけに地元の方にはっきりした状況を調べて頂きたいものである．

FamiryHydrophilidae ガムシ科

CercyonduxSharpフチトリケシガムシ

本種はSharpがミSeaweed.NagasakiandAmakusasを産地に記赦された極で(Trans.

Ent・SoC・London:65,1873).北海道，本州，九州に分布することが知られていて海浜の堆積

下にいる種と知られていた．神戸市内あたりで時々 採集されているが県下の余り北の方の記録が見

受けられない．原記載にはSeaweedとあるように松帆ノ浦の海岸に打ちあげられていた海藻の下

にたくさんいた．淡路島からの記録は今迄無かったように思う．

産地：津名郡松帆ノ浦(9exs.,21－Ⅳ-1983).

CercyonalgarumSharpヒメケシガムシ

本種は前種と同じ所で産地は記入されていないが§UnderseaweedincompanywithC.duxs
として記載されている（1873)．

前線と同じ様な所に接んでいる種で従来県下では加西市で燈火に来たのを採集した､.けで全く他

の記録が無かった．淡路島でも未記録だった．松帆ノ浦の海岸で海藻の下に割合いるようだった．

産地：津名郡松帆ノ浦(2exs.,21－Ⅳ-1983).

CercyonguisguiliusLinn&キバネケシガムシ

本種はヨーロゾパ，シベリアから日本では北海道，本州，四国，九州に分布して普通にいる種の
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ようである．典ﾊli県ドの記録も山岳地帯ではほとんど知られていない力割合広〈分布している種の

ようで神両｢li内などでも宵ll合得られる．淡路島からはどうしたわけか今迄記録が見られなかった．

恐らく調査が不充分だ=)たからだと思われる．以上3種は総て中根博士による図説がある(1963)．

尚CerC,･on幌のガムシは今回C.aptusコケシガムシも採集したがこの種は淡路からの言瞬が既

にある．

産地：津名郡松帆ノ浦(1ex.,21－Ⅳ-1983)．三原郡慶野松原(1ex"26-V-1983).

FamilyHistridaeエンマムシ科

Hypocaccus，,arians(Schmidt)ハマベエンマムシ

本樋に就いては別に報告させて頂いた§兵庫県のエンマムシミを参照頂きたい．淡路島からの記

録は之が初めて、.ある．

産地：津名郡松帆ノ浦(3exs.,21－Ⅳ-1983).

HisterjaponicusMarseulヤマトエンマムシ

本極に就いても別に報告している．淡路からは筆者自身岩屋で古く採集している（未公表）が今

皿慶野松原でも得られた．

産地：津名郡岩屋(1ex.,26－Ⅳ-1959)．三原郡慶野松原(1ex"26-V-1983).

FamilyStaphylinidaeハネカクシ科

Aleochara(Triochara)trisulcataWeiseホソセスジヒケプトハネカクシ

中根博士の原色大図鑑で同定した（1963)．体長3.5mm.前胸背周縁は深い溝を具え，中央に点

刻を含む3縦溝があり，間室と外側は平滑，側縁に沿い不規則な数列の粗大点刻があると云う特徴

がはっきりしているので間連はないと思われる．海浜性と云うことであるが兵庫県下からは今迄記

録が無かった．松帆ノ浦で採集出来たが明石市の林崎海岸の海藻の下にもたくさんいた(8exs.,13

－Ⅳ-1983)．同属のA.(Emphenota)fucicolaSharpツヤケシヒケブトハネカクシも本種に

良く似ているが前胸背，上翅が光沢を欠き，腹部はや、光沢があるが前胸背には溝とか厳のような

ものがない種である．海岸線の海藻の下にたくさんいる．こちらは同じく松帆ノ浦で5exs.採集し

たが既に淡路からの記録はある（久松，1973)．

尚海浜性のハネカクシCafiusvestitusアバタウミベハネカクシ（松帆ノ浦,4exs.,),

Phucobivssimulatorウミベアカバハネカクシ（松帆ノ浦,3eXs.,慶野松原,4exs．）は共に

たくさんいたが既に淡路からは記録されている種である．

産地：津名郡松帆ノ浦(lex.,21－Ⅳ-1983).
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FamilyElateridaeコメツキムシ科

ColaulonscrofaCandezeヒメサビキコリ

本種はCandezeがごJapanごを産地に記載された極であるが(Mfm.SoC．Sc.Lige.2,V,

p.4,1873),三輪勇四郎博士は古くKobe,6－Ⅵ-1881,G．l.(｡､､･isI(･s.,Xilffの・の谷，

16-Ⅵ-1930,M.Suzukileg.を記録しておられる(1934).liﾐh1iU,llざには広く分ｲiiしている

種で神戸市内でも普通である．神戸市鳥原(4exs.,25－Ⅳ-1954.5(｡xs・,2V1954,4ex

s.,29－Ⅳ－1955,T・Kishiidet.).と'うしたわけか淡路品からの‘泄録が兄､li!3なか-〕た．

同属で後翅の退化した種で海浜の近くに多いと云われているC.mi,･am()toitsukamotoiハマベ

オオヒメサビキコリは今回見られなかった（姫路市浜HI海岸の泥鍼あり，火､li,イj本,1976)が恐

らく慶野松原にはいる種だと考えられる．

産地：三原郡慶野松原(2exs.,26-V-1983).

FamilyMelyridaeジョウカイモドキ科

LaiushistrioKiesenwetterヒロォビジョゥヵィモドキ

この科の県下産に就いては最近詳しく報告させて頂いた(1982).桝群,雌fに広く分布してい

る種として報告したが淡路島からの記録はなかった．今回慶野松原の海辺で採集出来た。

産地：三原郡慶野松原(2exs.,26-V-1983).

FamilyTenebrionidaeゴミムシダマシ科

GonocephalumcoenosumKaszabヤマトスナゴミムシダマシ

KaszabによりミChina,Japan,Formosa,Korea§を産地に記載された(Ent.Arb・Mus.

G･Frey,3(2):454,643_646&682-683,fig.413-415,1952).

中根博士の図説がある（1963)．今迄神戸市では採集されていたが県下でもほとんど記録が無かっ

た．淡路島からも始めてぎある．割合いる種ではないだろうか．
Gonocephalum属（スナゴミムシダマシ属）の分類はかならずしも楽ではない．中條道崇氏は日

本産の検索表を示され（昆虫，31巻，2号,p、151-153),中根博士はIxl入りで詳しく説
明しておられる（月刊むし，36号，1974)．またこの属6種の生態に就いて大川秀雄氏の報文があ

る（昆虫と自然，12巻,12号,p.17-21,1977).

産地：三原郡慶野松原(4exs.,26-V-1983).

Gonocephalumpersimile(Lewis)ヒメスナゴミムシダマシ

Lewisにより&MiyanoshitaorOdawara､を産地にOpatrum属で記載された(1894).中

根博士による図説がある(1963).

－4－
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県下では非常に多く産する種であるが淡路島から今迄記録の無かったのは不思議で恐らく調査不

充分のためであろう．

産地：i原郡慶野松原(2exs.,26-V-1983).

GonocephalumpubensMarseulオオスナゴミムシダマシ

MarseulがHiogo(今の神戸市）を産地に記載した種である(Ann.SoC・Ent・France(5)

6:96,98-99,1876).勿論G.Lewisの採集品で多くいると書いている．

県下での‘記録が従来ほとんど知られていなかったが筆者は最近姫路市大塩の浜，明石市屏風ケ浜

で多数採集した．淡路島からも記録が無かったが松帆ノ浦では多くいた．

産地：諏名郡松帆ノ浦(21exs.,21－Ⅳ-1983).

GonocephalumrecticolloMotschulskyカクスナゴミムシダマシ

原記救は兇ていない(Bull.Mosc.,39:173,1866).LewisはミKobe,Sannohe,Shira-

kawa,andincountlessmultitudesontheplainofFujisanintheearlydaySof

May§としてOpatrum風で記録している(1894).中根博士の図説もある(1963).県下では海岸

線ぞいに割合いそうであるが淡路島からの記録は見当らなかった．淡路島でも多くいる種ではない

だろうか．

産地：津名郡松帆ノ浦(lex.,21－Ⅳ-1983).三原郡慶野松原(5exs"26-V-1983).

Phelopatrumscaphoides(Marseul)オオマルスナゴミムシダマシ

Marseulが,Hiogo産でHatrusscaphoidesとして記載した種である(I．C.,p.96一100,

1876)．G.Lewisの採集品によってざありたくさんいると書いている．

ところがこの種今迄兵庫県下で全く採集出来ていなく，また記録もなかった．今回慶野松原で多

くいることがわかり大変喜んでいる．恐らく他の海浜にも多くいることだろう．中根博士の図説が

ある(1963)．、割合特徴があるゴミムシダマシである．

産地：三原郡慶野松原(8exs.,26-V-1983).

MicropedinusalgaeLewisホソハマベゴミムシダマシ

本種は次のM・pallidipennisと同じようにLewisによりKobe産標本で新種記載されたばか

りで．あり新属Micropedinusの記載も同時にされている(Ann.Mag.Nat.Hist.(6)13:

379－380，1894）．

そしてこの種に就いてはぐAbundantunderseaweedsonthesea-coast§と書いている．

当然その当時の神戸は見渡す限りが砂浜の海岸線であったからいくらでもいたのであろう.

現在瀬戸内海に面した兵庫県での砂浜による海岸線は非常に値かしかなく色々 の制約もあって今

－5－
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1

日現在どうなっているのか全くわからない．従って原記戟以後県ドでの‘妃録がなか’た繩であるが

今回慶野松原の海岸線で打ちあげられた海藻の下から採喋出来たことはﾉく変うれしい，恐‘3<多く

いるだろうと考えられる．

産地：三原郡慶野松原(2exs.,26-V-1983).

MicropedinuspallidipennisLewisヒメホソハマベゴミムシダマシ

前種と同じ所に§Kobeミ産で記戦されている(1894).sASSoCiated，，･ithM.algae§と

書いてあるように慶野松原の海浜で打ちあげられた海藻の下で前繩とIIilじIi斤で僻られた．淡路島か

らは始めての記録である．この種の方は華者自身赤穂市天和の浜で既に採襲している(5Pxs.,26

－Ⅸ-1974)．共に中根博士の図説がある（1963)．

産地：三原郡慶野松原(5exs.,26-V-1983).

IschnodactylusloripesLewisヒラタキノコゴミムシダマシ

LewisがミOyayama.Threespecimens：として図入りで記救した繩で．ある(l.C.,p.
392-393,pl.Xm,fig.6,8,1894).中根博士の図説がある(1963).

本種は神戸市内では割合記録されていたが（県下では他に氷上郡に記録あり），淡路ｶでは記録

がなかった．慶野松原の松に発生していた茸にきていた．同時にベニモンキノゴゴミムシダマシ

PlatydemasubfasciaWalkerが多くきていた(14exs.leg.).こちらは既に淡路烏の記録はある・
産地：三原郡慶野松原(28,26-V-1983).

FamilvLagriidaeハムシダマシ科

Macrologriarufobrunnea(MarSeul)ナガハムシダマシ

本種に就いては既に本誌上に報告させて頂いている（〃28：9，1983）
の記録になる．

産地：三原郡慶野松原(1ex.,26-V-1983).

淡路烏からは始めて

FamilyChrysomellidaeハムシ科

ManturaclavaeauiHeikertinger スイバトビハムシ

Heikertingerが§Jesso,Kioto胃を産地に記載した種である(Verh.Zool.-Bot・Ges.

Wien.,LXH,pp.44-48,1912).

Balyが1874年にヨーロッパに分布しているManturarusticaLinneとして日本からミlapan,

asinglespecinen;alsothewholeofEurope§として記録している(Trans.Ent.

Soc.London.p.196,1874)種がこれに当る．

中根博士の原色による図説がある（1963)．可成りはっきりした色彩をしているので．見してわ
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かる樋である．従来県ドから全く記録がなかったが松帆ノ浦の海岸線のそばに生えているスイバ？

の葉lzにたくさんいた．食草としてはスイバ，ギシギシが知られている．時期を得ば多くいる種な

のではないだろうか？手でつかまえられる位で余りピョンピョン飛んで逃げるようなことはなか

った．

産地：碓名郡松帆のilli(14exs.,21－Ⅳ-1983).

ChaetocnemaconcinnicollisBalVヒメヒサゴトビハムシ

Bal)･が§xagasaki;asinglespecimenごとしてPlectroscelisconcinnicollisとして

記戦した繩である(l.C.,p.208,1874).

Gemmingf,retHaroldのCat.XH,p.3520(1876)でChaetocnema属に扱っている．

Maderは水'2郡柏原産（採集者は山本義丸氏と思はれる．同氏より中條道夫博士にわたり同博

士からMadarにわた-)ていると考えられる）でsubsp.kaibarensisを記載された(Mushi.

Vol.33,.107,p.48.fig.11960)木元新作博士は本種のシノニムとされた(Jaur.

Fac.Agr・KyushuUniv.,Vol.13,/ia3:415,1965).

中根博’二が原色でI叉I説されている(1963)．和名はヒメドウガネトビハムシとなっている．食

卓はダイコンが知られている．分布は可成り広い種であり県下ではそう多くないが記録があったが

淡路島からはなか-’た．松帆ノ浦で前種と同じ所で採集出来た．

産地：津名郡松帆ノ浦(1ex.,21－Ⅳ-1983).

＝

I

｜

ダ

I

I
I

I

１
１

▲
■
■
■
■
可
“
■
■
■
■
１
１
″
０
０
日
■
〃
，
▲
一
■
■
■
■
■
■
７
Ａ
■
■
■
■
ロ
ロ
■
■
■
■
■
■
Ｂ
Ｔ

FamilyCurculionidaeゾウムシ科

StenoscelisgracilitarsisWollastonマツノクチブトキクイゾウムシ

本極はG.LewisがHiogo(現在の神戸市）で1870年8月採集した標本に基いてWoliastonが

記載した種である(Trans.Ent・SoC・London,Part.I,p.42-43,1873).クロマツ，

アカマツの林部に穿入する所謂る松の害虫であるから広く普通にいそうであるが県下の記録も案外

少い、淡路島でも今迄記録の無かったのが不思議である．この種をふくめて慶野松原には他のゾウ

ムシ類も多く産するように思われる．中根博士の図説がある（1963)．

産地：三原郡慶野松原(1ex.,26-V-1983).

１
１

I

I
以上僅か2日間の調査の結果ではあるが淡路島からの初記録種を報告させて頂いた．初めに記し

たごとく島の甲虫類の調査はまだまだ充分だとは云えそうになく時期を変えてゆっくり調べれば可

成の追加種も出てくるものと考えられる．筆者自身も出来れば引継ぎ調査をやって見たいと思って

いるが何んと云=〕ても地元の方々 の御活躍を大いに期待したいと考えている次第である．

(June,1983)
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淡路島のマイ コトラガについて

日 邦明＝
＝

マイコトラガMaikonajezoensisMatsumuraは,liil翅に典雅な孜{紋弁イiL,作先にのみ出

現するトラガ科の稀種で，松村(1928)が札幌より記録して以来．北海道I,>1fiOilli(!II"),1966)･山部

町(有沢，1968)，山形県鶴岡市，新潟県津川町(杉,1958)・新祁'li秋鍵1II(村木,1960)･添山・角

田山麓(石塚，1971）・佐渡島白瀬，神奈川県伊豆大島(藤原･liiM,1966),"IMIW'りく沌拙泉(岩田，

1962)，長野県白骨温泉(安藤，1968）・島々 谷，福井県武生IIi(,k/f･徳'i<,1967)．石川県金沢市

(小坂,1976)，岐阜県神岡町(洞口，1966)，和歌1l1県新和歌の浦(佐藤・1965)なし'、北海道中・南

部と東北地方から近畿地方まで主として日本海側と内陸部に分布し,IIqIKIからは．徳品県胴山(永

井，1965)より記録がある．また，対馬からも発兇されている．隈久‘‘ﾙ'1､杉谷(杉,1973)からも採

集されているが，これは亜種tenebricosalnoueとされている．

淡路島からは，筆者(1973)が洲本市中津川よりl早を記録したが，こオlが典II1(ﾘ,↓ド初の記録であ

った．

淡路島ではその後，藤富正昭氏と林俊雅氏によ=ﾉて洲本'lil!ﾉ浜と'御llから複数個体が採集され

ており，その概要については筆者が既に記録（島の生きものたち，神ノi新聞出版センター刊，1982）

しているが，採集データの詳細を公表していなかったのと，その後もさらに斬たな潅地が発見され

ているので，現在までのすべての記録を整理しておきたいと思う．

尚，データ中の略号MFは藤富正昭氏,THは林俊稚氏採集のもので､ある．また，標本は，厚

浜産の28は淡路農業技術センター昆虫研究室に保管されているが，他はすべて採集街の厚意によ

り筆者が保管している．貴重な資料を提供された両氏に，厚くお礼申しkげたい．

1．

2．

採集記録一覧

洲本市中津川(Nakatsugawa]

1早，7．Ⅵ、1972（登日，1973)＊

＊蛾類通信(73)に発表したものの再録であるが，淡路島における採集記録中では，最も遅い
データである．

洲本市中川原町厚浜(Atsuhama)

33，19．Ⅲ.1974(MF).,1f29．Ⅲ.1974(MF).

当時同地にあった県農業試験場淡路分場内の発生予察燈に飛来したもので，その後も調査を

継続していたが，採集できないとのことである．

－8－
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3．洲本市宇ll」 [Uyama]

).,19,17.m.1982(TH).,13,27.II1981(TH).,1¥,30.m.1981(TH

1早,2811.1983(TH).

いずれも神社の常夜燈に飛来したものであるが，同一場所

深い．

4．洲本rli･昌熊山(Mt.Mikumayama,alt.133m)

18、20．Ⅲ、1983(TH).

で毎年発生力確認された点が興味

’

た宇山か ら約2km,中津川から約9今同、新たに記録される産地であるが，従来記録があっ
Ｌ
ｌ
卜

同山の，北面登山道の中腹に落ちkm離れた位涜にある．比較的大規模に照葉樹林が残存する

日数を経てない状態のものであったていた死骸を，林氏が捨ったものであるが，死後あまり

三原郡ミ原町八木[Yagi)

13,26.m.1982(MF).

ここも今川新たに記録される産地であるが，同地にある淡路農業技術センターの窓に飛来し

たものを，藤富氏が採集したものである．三原平野のほぼ東端に位置し，周辺はほとんど田

畑であり，植生面では注目すべきものはない．また，既知産地からはいずれも10km以上離れ

5
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て い る
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１
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１
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●Atsuhama

l
●Uyama

－

eMt.Mikumayama

１
１
１

…

@Yagi

｜

’

I

静止するマイゴトラガー1982年

3月・洲本市宇山-PIiolo:#*fm
Fig.2Fig.1淡路島における

マイコトラガの産地
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淡路島からは，現時点で上記のように5箇所から合計11個体の本樋が発兇されている．

このうち，最初の発見地である洲本市中津川をはじめ厚浜，′御I1，iiiglllには．規棋の差はあれ

いずれも照葉樹林あるいは照葉樹林に移行する以前の比較的、然度のI魚iい林があ！）,その林内ある

いは林縁で本種が得られている

このような事実から，本種は比較的自然度の高い森林の周辺に分布すると縁えていたのであるが，

三原町八木の産地は平野部で，周囲にも目ぽしい植生が兄られないような蝿所であI).このような

環境下での本種の発見は意外であった．

もっとも，本種の幼虫の食草としてはノブドウAmpelopisheterophyllaSied.etZucc.

が知られており，これは山野に広く見られる植物である．

従って本種は，発生時期が早春であること，個体数が比較的少いことなど力・ら従来より稀な繩と

されてきたが，決して分布が極限される珍稀な極ではなく，少なくとも淡路ﾊﾙに関しては，！！’・南

部地域に広く分布する種であるといえる．現時点では北部地域から’記録がないが、恐らく分布する

ものと思われる．引き続き会員諸兄の協力を得て，調査を継続したいと痔えている．

タマムシの幼虫の食樹について

タマムシChrysochroafulgidissimaの幼虫の食樹としては，これまでにサクラ．ケヤキ，

ｴﾉｷ，ｶｼ,ｼｲ,カキ,ﾓﾓ,ﾔﾅキなどが記録されている､庇荷は昨年(1983年)の1月か
ら3月にかけて，洲本市安乎町において，ヤブニソケイとビワの枯木で本砿の幼虫を多数雌認した
ので報告しておく． （堀田久）

南淡町でイシガケチョウを採集
1982年10月24日，南淡町阿万でイシガケチ

ヨウCryestisthyodamasmadellaFr-

uhstorfer.1ex.を採集したので報告する．

尚，標本は筆者が保管している．（藤平明）
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編 集 後 記

▽遅くなりましたが，’84年度の1号目をお届けします

▽印刷所であるれいめい社の御厚意により，今回より言印刷所であるれいめい社の御厚意により，今回より実費に近い価格でオフセット印刷にすることが

できました．

いま島は，明年の架橋と縦貫道の開通に向けて，沈まないばかりの狂騒ぶりです．これに負けずに，

地道な調査を続けたいものです． (T).

▽
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